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１． 研究目的 

 本研究の目的は，新聞記事を用いて，日本にお

ける「アイビーファッション」(以下，「アイビー」)

の社会的受容について明らかにすることである． 
 

２． 研究実施内容 

本研究の対象は，国内主要 4 紙である朝日新聞，

毎日新聞，読売新聞，日本経済新聞に掲載された

記事とした．データベースはそれぞれ『聞蔵Ⅱビ

ジュアル Digital News Archives for Libraries』，『毎

索』，『ヨミダス歴史館』，『日経テレコン 21』であ

る．新聞記事の検索方法は，キーワード検索で，

「アイビー」と「ファッション」を AND 検索した．

また，分析期間は 1960 年～2017 年とした． 
本研究は，テキストマイニングを用いて解析した．

その際，立命館大学の樋口耕一が開発し，内容分

析の考え方を生かした，フリー・ソフトウェアの

KH Coder を使用した． 
記事内容の分析を行う前に，記事件数の推移を

調査した．「アイビー」に関する年代別の新聞記事

は，1960 年代 13 件，1970 年代 6 件，1980 年代 35
件，1990 年代 90 件，2000 年代 143 件，2010 年代

91 件であった．1960 年代を基準とすると，1970
年代に一度減少し，1980 年代以降増加していた．

一方，「ファッション」のみの検索では，1970 年

代の減少は見られず，1960 年代以降増加し続けて 
いた．[図 1] 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．新聞記事件数の推移 
  
また，1970 年代の減少は，「ヒッピー」や「ト

ラッド」という他のファッション領域の記事にお

いても見ることができず，同時に調査した雑誌記

事においても，同様の結果が得られた．したがっ

て，「アイビー」に限ったものであると推測するこ

とができた． 
続いて，新聞記事に現れる語について，「アイビ

ー」の関連語，特徴語，クラスターという 3 つの

視点で，年代別に分析を行った． 
分析方法は，KH Coder のコマンドの，語と語の

結びつきを探る「共起ネットワーク」，テキスト部

分ごとの特徴を探る「関連語検索」と「対応分析」，

内容が似た文書の群を探す「クラスター分析」で

関連語や特徴語を発見した後，「KWIC コンコーダ

ンス」や「文書検索」で語の用いられ方を確認し

た． 
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「対応分析」では，年代別の特徴強さを調査し

た．「対応分析」は，各年代のプロットされる位置

が原点から遠いほど特徴が強いとされる．その結

果，1960 年代，1970 年代の順で離れており，特徴

が強い年代だと分かった．1980 年代と 1990 年代

と 2010 年代は，原点かつ各年代の距離も近く，特

徴の弱い年代である．2000 年代は，原点からは離

れていないが，先の 3 つの年代からは距離を置き，

特徴の強さは中程度と考えた．[図 2] 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図 2．「対応分析」 

  
同時に，年代別の分析と考察を進めた． 
1960 年代は，着用の対象とする世代が定まって

いなかった．1960 年代は，他の年代では殆ど見る

ことができなかった「背広」に関する語が，強い

関連をもつ語とされた．「背広」を着用する世代は，

おおよそ社会人である．一方で，「高校生」をはじ

めとした若者を表す語も多く見られた．また，若

者による「アイビー」については，批判的視線も

向けられていたことが分かった．  
1970 年代は，「アイビー」を日本に紹介した株

式会社ヴァンヂャケットが倒産したこともあり，

会社経営に関する語が多く見られた．ただし，「ア

イビー」のファッションそのものに関する語は殆

ど見られなくなり，「アイビー」そのものへの注目

は低くなっていたと推測できた． 
1980 年代は，「トラッド」や「プレッピー」，「ス 

ポーツ」というファッション領域に関する語が見 
られた．また，「復活」を意味する語も見ることが

できた．このことから，1980 年代は，「アイビー」

が，先に挙げたファッション領域に形を変え，流

行していたことが分かった． 
1990 年は，銀座の松屋で開催された『永遠の IVY

展』に関する語が多く，この展覧会を中心に，「ア

イビー」をはじめとした戦後のファッションや生

活文化を振り返る機運が高まっていた． 
2000 年代は，「団塊世代」という語が強い関連

をもつとされた．また，2000 年代において，この

世代が「退職」時期の前後であったこと，1960 年

代では，若者にあたる世代であったことが明らか

となった．また，戦後文化の洗礼を受けていると

して，市場として注目が向けられていることも分

かった． 
2010 年代は，「日本」と「米国」という語が，

繋がりをもっていた．「日本」が「米国」から輸入

した「アイビー」が，欧米から注目を向けられは

じめているためである． 
 

３．まとめと今後の課題 
「アイビー」の社会的受容は，1980 年代に進ん

だものと推測することができた．その理由には，

「対応分析」ではじめて原点付近にプロットされ

たこと，「アイビー」の代替ファッションの流行が

見られたことがある．また，1990 年代には，おお

よそ受容が終了していたと言えた．「対応分析」で

殆ど位置を変えないこと，過去を振り返る記事が

増えたことが理由である．その後，2000 年代にお

いて，「団塊世代」という要素が強くなるが，2010
年代には収まり，再び 1980 年代や 1990 年代のよ

うな記事内容に戻っていった．以上のことから，

現在広く認知されている「アイビー」は，1980 年

代に広まり，1990 年代に定着したと言えた． 
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